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市場の特性要求に対応し、液晶表示素子の応答性能はこの 10 年間で格段に改善されてきた。狭

セル厚(d)に対応する為に複屈折率(Δn)が大きな低粘性液晶化合物の開発が必要となった（表示

品位確保の為､Δｎ･d＝一定､が必要）。Δnが大きい化合物は多くの場合ポリフェニル構造を有す

る。この材料開発に昨年、ノーベル化学賞が授与された北海道大学名誉教授鈴木章氏とパデュー

大学特別教授根岸英一氏により開発された「パラジウム触媒を用いるクロスカップリング反応」

が多用され産業界の発展に大きく貢献している。 
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右記構造の化合物(1)は弊社によって 2000 年に開発され

た新規化合物1)であり､大きな誘電率異方性(Δε)､大きな

Δnおよび低い粘性を同時に示す優れた化合物である。本化

合物の合成には中間原料として、4’-プロピル-3,5-ジフル

オロビフェニル(3)を使用する。表示不良を無くす為に液晶化合物中の不純物はppm単位まで低減

させる事が求められており､中間原料を如何に純度良く合成できるかが極めて重要である。 

 

この中間原料の製造検討に､

鈴木－宮浦カップリング反応を

応用した。反応条件の最適化を

図り､現在では反応率：98％、選

択率：＞97.5％が達成できる様

になった（表１参照）。更なる選

択率向上の為の諸条件を検討中

である。本講演では､この他にク

ロスカップリング反応を用いた

最新の材料開発も紹介する。 
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